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・令和７年度事業報告
・新発田市社会福祉協議会
　理事・監事・評議員のご紹介
・令和７年度決算報告
・市民後見人養成研修
・Summer倶楽部ふくし

■定　員：①、②各日30名　■対　象：小学４・５・６年生、中学生　
■参加費：3,000円
■受付開始：７月15日㈬ 正午～ ※先着順（各日定員に達し次第受付終了

　となりますので、ご了承ください）

■申込方法：下記二次元コードを読み込んでいただき、
　　　　Googleフォームよりお申し込みくださいグーグル

①７月27日㈪の
お申し込みはこちら

②８月３日㈪の
お申し込みはこちら

■日   時：①７月27日㈪　②８月３日㈪のいずれか 
　　　　　　 ※時間は両日ともに午前８時30分～午後８時

ふれ 愛  Work Day Camp 2026
ワーク デイ キャンプ

教科書だけじゃ、学べない。

心がぐっと成長する、

特別な１日。

モルック体験

金魚台輪作成

みんなで楽しい時間♫
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新発田市社会福祉協議会　理事・監事・評議員のご紹介
理　事 任期 令和７年６月20日～令和９年６月の定時評議員会の終結時まで（10名）

（敬称略）

評議員 任期 令和８年６月11日から令和11年６月の定時評議員会の終結時まで（13名）

監　事 任期 令和８年７月１日～令和９年６月の定時評議員会の終結時まで（２名）

詳しい内容はこちらから

令和７年度決算報告

収 入

579,880,408円

支 出

●寄付金収入
1,728,153円

●基金・積立金事業
12,984,576円

●当期未支払資金残高
　（繰越金）
81,510,945円

●指定管理事業（金蘭荘）
25,567,518円

●居宅介護支援事業
29,341,936円

●デイサービス
　センター事業
178,633,187円

●障がい者
　自立支援事業
1,317,742円

●児童福祉事業
43,242,156円

●会費収入
9,951,958円

●介護保険事業収入
162,774,610円

●児童福祉事業収入
23,732,200円

●利息収入等
3,251,584円

●基金・積立金取崩収入
40,864,109円

●前年度繰越金
83,969,618円

●障がい福祉サービス等
　事業収入
35,585,330円

●補助金・負担金・
　受託事業
27,400,645円

●地域包括
　支援センター事業
40,610,785円

●補助金・
　受託金・負担金収入
211,857,514円

●事業収入
　  貸付事業収入、自費通所
　  介護事業収入含む
6,165,332円
（ ）

●地域福祉事業
　  貸付事業・共同募金配分金事業・
　  訪問介護事業含む
139,270,918円
（ ）

収 入 の 部 579,880,408円支 出 の 部

氏　名 選出区分 氏　名 選出区分 氏　名 選出区分 氏　名 選出区分
民生委員・児童委員
民生委員・児童委員
町内会・自治会
町内会・自治会

福 祉 団 体
福 祉 団 体
福 祉 団 体
福 祉 団 体

福 祉 団 体
会 員 代 表
会 員 代 表
会 員 代 表

会 員 代 表中村　　忍
古澤　栄子
中野　義雄
佐藤　　功

小林　　修
加藤　和夫
石山　達郎
貝沼奈緒子

河村　　博
渡辺一比古
本田　義夫
岩村　昌枝

吉田　弥生

監　事 監　事加藤　康弘 鶴巻　勝則

氏　名 選出区分役　職 氏　名 氏　名選出区分 選出区分役　職
山口　恵子
田中　利光
籠島由美子
大倉　眞弓

会　長
副会長
副会長
理　事

学識経験者
学識経験者
福 祉 関 係
民生委員・児童委員

町内会・自治会
福 祉 関 係
福 祉 関 係
福 祉 関 係

福 祉 関 係
学識経験者

理　事
理　事
理　事
理　事

役　職
理　事
理　事

熊谷　　清
川上　克義
荒川真里子
金田　和行

佐藤　孝子
原　　庄司

令和
詳しい内容はこちらから

７ 年 度 事 業 報 告

重点事項③

重点事項④

・〈新〉持続可能な組織を目指したプロジェクトチームで検討（法人独自の給与表や職名等）
・〈新〉賛助会員制度の開始
　（法人賛助会員・団体賛助会員・個人賛助会員）

・〈新〉業務改善及び事務効率化の推進
　（二次元コード決済の導入やＩＣＴの導入検討）

・班体制による事業の推進
　（目的や課題等に応じた班体制による事業推進）

・〈新〉神田道学堂事業の実施（就学支援金・文化伝承体験・居場所づくり）
・〈新〉子育て世帯への生活支援事業の実施（お弁当・ゴミ出し）
・〈新〉子育て世帯訪問支援事業の実施（家事支援・育児支援・養育支援）
・複合型福祉施設ほのぼの家族の運営（子育て支援センター）
・利用者支援事業の推進（子どもや子育て家庭への相談支援）
・若者自立支援事業の拡充（生きづらさを抱える若者支援）

・〈新〉助太刀事業及びふるさと納税返礼サービス事業の実施
　（ニーズに寄り添った暮らしのサポート）

・〈新〉介護人材養成事業の実施（介護入門研修・生活援助従事者研修）
・〈新〉訪問型サービスＡ事業の立ち上げ（生活支援訪問サービス）
・〈新〉任意後見事業の実施準備（任意後見制度に基づく任意後見契約 等）
・成年後見支援事業の推進
　（成年後見センター事業・法人後見・市民後見人育成 等）

・放課後等デイサービス事業の実施
　（障がいのある子ども達の放課後や長期休暇中などの支援）

・中央地域包括支援センターの運営（高齢者の総合相談窓口）
・介護保険事業（居宅介護支援センター・デイサービスセンター・
　新発田市社協訪問介護事業所の運営）

・〈新〉ふくし家族レターを活用した普及啓発
　（ふくし出前講座・福祉教育・ボランティア活動）

・見守り・支え合い推進事業の強化（地域みまもり隊）
・高齢者福祉センター金蘭荘の運営（生きがいづくり等の拠点事業）
・ふれあい・いきいきサロン事業の推進
　（地域の居場所づくり・介護予防）

重点事項⑤
・第３期地域福祉活動計画及び地区福祉活動計画の推進
　（地域の支え合いの推進）

・災害ボランティアセンターの体制強化
　（災害ボランティアセンター設置訓練）

・災害ボランティア活動の推進
　（地域防災セミナー・災害ボランティア養成講座）

重点事項①

重点事項②

「持続可能な組織づくり」
の達成に向けた取り組み

子育て世帯と若者世代への
支援の充実

多様な個別ニーズに対応し
た福祉サービスの拡充

少子高齢化や障がい者に対
応した支え合い・生きがい
づくりの推進

地区福祉活動計画の推進に
よる地域の防災・防犯力の
強化
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〒957ｰ0054 新発田市本町４ｰ16ｰ83（ボランティアセンター内）
TEL：23ｰ1000　FAX：26ｰ3300（土・日・祝日を除く）
ホームページ https://www.shibata-shakyo.or.jp
社協だより（PC版）がご覧になれます 専用駐車場Ｐ

新発田市
ボランティア
センター

カルチャー
センター

県立新発田病院

新発田駅

問い合わせ先
編集・発行 社会福祉法人 新発田市社会福祉協議会

しばた社協だよりは、ボランティアグループ音声訳「むぎの会」により音声訳されています。

１日のみ
 でもOK Summer倶楽部ふくし

サ マ ー

■対　　象：中学生、高校生、専門学生、大学生　

～福祉や新発田の伝統に触れ、レベルアップしませんか～
 ■開催期間：８月３日㈪～９月６日㈰

■モルック、手話、浴衣着付け体験 他  ■定　　員：各講座30名
■申込方法：右記二次元コードを読み込んでいただき、Googleフォームよりお申し込みください
　　　　　　７月15日㈬～申込開始です ※先着順（各日定員に達し次第受付終了となりますので、ご了承ください）

グーグル

申込み・問い合わせ先 新発田市社会福祉協議会 TEL 23ｰ1000

内　容 ・成年後見制度の説明と市民後見人の活動・役割 
・市民後見人養成研修の受講内容について など

対　象 市内在住、在勤の23歳以上70歳未満の方

申込締切 ７月29日㈬まで ※①②両日ともご都合がつかない場合はご相談ください。

※どちらかご都合の良い日程をお選びください〈事前説明会〉
日　時日　時 ❶７月30日㈭ 午後２時～３時

❷８月10日㈪ 午前10時～11時
令和８年 ｝

会　場 定　員 各20名新発田市ボランティアセンター 参加料 無料

し
み ん こ う け ん に ん

養成研修受講者を募集します
成年後見制度ってなに？ 地域のために何かしたい 経験を活かしたい

　誰もが安心して暮らすことのできる新発田市を目指し、判断能力が十分でない人の心の声に耳を傾
け、地域での生活を一緒に支えてくれる「市民後見人」の養成研修を実施します。
　新発田市市民後見人養成研修を受講するには、事前説明会への参加が必要となります。関心のある方
お気軽にお申し込みください。

研修の受講を希望され
る方は事前説明会に必
ずご参加ください

７期生
募集
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